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◆特集 地域活性化起業人創る

「
地
域
活
性
化
起
業
人
」
制
度
は
、
民
間
企

業
等
の
社
員
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
い

か
し
な
が
ら
地
域
独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が
る
業
務
に

従
事
し
、
自
治
体
と
協
力
し
て
、
地
方
へ
の
人

の
流
れ
を
創
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
総
務

省
所
管
の
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
三
大
都
市
圏
に
本
社
が
あ
る

企
業
の
社
員
を
三
大
都
市
圏
以
外
の
市
町
村
な

ど
へ
派
遣
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
に
と
っ
て
は

こ
れ
ま
で
企
業
が
蓄
積
し
て
き
た
専
門
知
識
や

人
脈
を
活
用
し
、
外
部
の
視
点
や
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
地
域
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
一
方
、
企
業
側
に
と
っ
て
も
社
会
貢
献
や
多

彩
な
経
験
を
積
ま
せ
る
こ
と
に
よ
る
人
材
育
成

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
な
ど
、
双
方
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
起
業
人
の
受

け
入
れ
等
に
要
し
た
経
費
は
特
別
交
付
税
に

よ
っ
て
措
置
さ
れ
ま
す
。

三大都市圏に所在する企業等の社員（在籍派遣）

地域活性化起業人制度
（企業人材派遣制度）

対 象 者

受入団体

活動内容

特別交付税措置

期 間

(総務省ウェブサイトから抜粋)

・三大都市圏外の市町村
・三大都市圏内の市町村のうち、条件不利地域を有する市町村、定住自立圏に取り組む
市町村及び人口減少率が高い市町村

地域活性化に向けた幅広い活動に従事
○観光振興 ○地域産品の開発・販路拡大 ○ICT分野（デジタル人材）
○地域経済活性化（中小企業のハンズオン支援）○中心市街地活性化 等

・派遣元企業に対する負担金など起業人の受入に要する経費(上限額:年間560万円/人)
・起業人が発案、提案した事業に要する経費
（上限額:年間100万円(措置率0.5)/人）

・起業人の受入準備経費
(上限額:年間100万円(措置率0.5)/団体）

6か月～3年

01

活用市町村紹介

▲活用自治体数の推移(括弧内は人数)
(総務省ウェブサイトから抜粋)

制
度
活
用
状
況
で
は
、
特
に
、
近
年
の
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光
振
興
や
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を
入
れ
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
令
和

４
年
度
に
は
過
去
最
高
の
全
国
３
６
８
の
自
治

体
に
お
い
て
、
６
１
８
名
が
活
躍
す
る
な
ど
、

多
く
の
自
治
体
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、
活
用
が
活
発
と
な
っ

て
お
り
、
令
和
４
年
度
の
派
遣
実
績
は
前
年
度

の

人
か
ら
２
倍
の

人
、
受
入
自
治
体
は
47

団
体
と
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
派
遣
元
企

業
と
し
て
は
、
大
手
旅
行
会
社
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

の
ほ
か
、
自
治
体
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
特
化

し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
企
業
な
ど
、
活
用
に
も

幅
広
い
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
う
し
た
活
用
の
中
か
ら
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
活
用
を
進
め
、
地
域
の
課
題

解
決
を
図
る
自
治
体
を
紹
介
し
ま
す
。

▶
北
海
道
の
自
治
体
に
派
遣
さ
れ
た
起
業
人
の
活
動

分
野
の
内
訳
（
令
和
４
年
度
）
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対
し
て
、
空
き
家
の
管
理
を
促
し
、
利
活
用
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
な
げ
る
ま
で
一
気
通
貫
で
支

援
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
、
空
き
家
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
空
き
家
所
有
者
向
け
相
談
窓
口

「
栗
山
町
ア
キ
カ
ツ
カ
ウ
ン
タ
ー
」
の
開
設
を

行
い
、
現
場
で
の
運
用
を
始
め
て
い
ま
す
。

李
さ
ん
の
派
遣
元
企
業
で
は
、
空
き
家
対

策
と
し
て
、
空
き
家
に
特
化
し
た
管
理
シ
ス

テ
ム
の
開
発
や
空
き
家
所
有
者
対
象
の
相
談

窓
口
な
ど
を
手
が
け
て
お
り
、
李
さ
ん
は
、

そ
こ
で
経
営
戦
略
、
事
業
企
画
な
ど
の
業
務

を
通
じ
て
、
空
き
家
対
策
へ
の
知
見
や
、
目

標
達
成
に
向
け
た
仕
組
を
開
発
す
る
経
験
を

培
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
調
査
か
ら
利
活
用
ま
で
の
一
貫
支
援

韓国出身。日本の大学卒業
後、株式会社リクルートにて約
10年勤務。2020年から現・
派遣元企業に就職。取締役
COO。

「
空
き
家
対
策
の
ス
キ
ー
ム
づ
く
り
か
ら
運

用
ま
で
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
め
た

た
め
、
成
果
が
出
て
お
り
、
町
か
ら
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
」
と
話
す
李
さ
ん
。
「
任
期
は

あ
と
１
年
な
ん
で
す
け
ど
、
別
に
任
期
が
終

わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
全
部
終
わ
る
と
い
う

話
で
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
」
と
自
身
の
任
期
を

見
据
え
た
次
な
る
目
標
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
よ
る
空
き
家
対
策
だ
と
い
い
ま
す
。

李
さ
ん
は
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
空
き
家

管
理
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
空
き
家
調
査
、
相
談

者
へ
の
対
面
に
よ
る
対
応
、
現
地
の
物
件
訪
問

な
ど
の
業
務
を
担
え
る
よ
う
に
、
任
期
中
に
レ

ク
チ
ャ
ー
し
、
自
走
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
任
期
を
終
え
て
も
隊
員
が
町
に
定
住

し
、
町
の
空
き
家
対
策
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

空
き
家
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

仕
事
を
一
緒
に
や
る
な
ど
の
出
口
を
ち
ゃ
ん
と

設
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
や
っ
て
い

く
。
こ
う
し
た
仕
組
み
を
北
海
道
で
広
め
て
い

き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
持
続
可
能
な
体
制
づ
く
り

02

◆特集 地域活性化起業人

李 賢模（イ・ヒョンモ）

▼
空
き
家
対
策
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ

空
き
家
活
用
株
式
会
社

×

栗
山
町

プロフィール

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家

は
、
防
災
、
衛
生
、
景
観
等
の
観
点
か
ら
地

域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
お
り
、
空
き
家
対
策
と
そ
の
利
活
用
は

全
国
的
な
地
域
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

李
さ
ん
（
派
遣
元
企
業
：
空
き
家
活
用
株

式
会
社
（
東
京
）
）
は
、
令
和
４
年
７
月
か

ら
栗
山
町
に
派
遣
さ
れ
、
空
き
家
の
流
通
及

び
活
用
の
促
進
、
空
き
家
の
適
正
管
理
等
に

係
る
所
有
者
へ
の
意
識
啓
発
・
相
談
、
空
き

家
の
相
談
窓
口
強
化
に
係
る
人
材
の
育
成
に

関
す
る
こ
と
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
増
え
る
空
き
家

町
で
は
、
近
年
、
移
住
希
望
者
か
ら
空
き

家
の
問
い
合
わ
せ
が
急
増
し
て
い
る
反
面
、

紹
介
で
き
る
空
き
家
が
少
な
く
、
マ
ッ
チ
ン

グ
に
至
ら
な
い
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
空
き
家
の
流
通
促
進
と
空
き
家
を
活
用

し
た
移
住
定
住
人
口
の
増
加
を
目
指
し
、
空

き
家
対
策
に
係
る
即
戦
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
活
性
化
起
業
人

の
制
度
を
活
用
し
ま
し
た
。

▼
官
民
連
携
の
相
談
窓
口

「
空
き
家
対
策
に
お
い
て
一
番
大
切
な
こ
と

は
、
行
政
の
力
だ
け
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と

民
間
と
官
民
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
す
」
と
話

す
李
さ
ん
。

町
は
納
税
情
報
に
よ
っ
て
空
き
家
の
所
有
者

を
特
定
で
き
る
た
め
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
等
で
、
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し
て
適
切
な

空
き
家
管
理
の
啓
発
、
相
談
窓
口
の
紹
介
が
で

き
る
一
方
、
町
が
相
談
窓
口
に
な
る
と
、
個
人

の
財
産
に
関
わ
る
空
き
家
の
相
談
は
、
行
政
と

し
て
踏
み
込
み
に
く
く
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
に
く

い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
空
き
家
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

地
図
に
空
き
家
と
空
き
家
で
は
な
い
物
件
等
の

情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
さ
ら
に
、
相
談

窓
口
を
派
遣
元
企
業
が
担
う
こ
と
で
、
相
談
者

に
対
し
て
、
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
空
き
家
解

消
に
向
け
た
工
程
を
提
案
し
、
必
要
な
事
業
者

の
紹
介
な
ど
、
一
つ
の
窓
口
で
全
て
対
応
で
き

る
た
め
、
相
談
者
に
と
っ
て
の
利
便
性
が
向
上

し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
官
民
連
携
に
よ
っ
て
、
令
和
４
年

９
月
に
開
設
さ
れ
た
「
栗
山
町
ア
キ
カ
ツ
カ

ウ
ン
タ
ー
」
へ
の
相
談
件
数
は

件
、
そ
の
う

ち
５
件
は
空
き
家
利
活
用
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン

グ
が
成
立
し
、
移
住
希
望
者
へ
の
空
き
家
提
供

に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

李
さ
ん
は
こ
う
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
い
か
し
、

町
と
一
緒
に
空
き
家
対
策
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、

町
で
運
用
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
空
き
家
を
調
査
、
そ
の
調
査
し
た
所
有
者
に

▴ 調査では、調査員が空き家管理システムアプ
リが入ったタブレット端末を操作し、システム
に沿って空き家の判定を行い、登録する。

創る

11



当
初
、
同
施
設
は
町
の
指
定
管
理
を
振
興

公
社
が
受
け
て
運
営
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
指
定
管
理
料

の
削
減
等
を
目
的
に
指
定
管
理
を
民
間
企
業

が
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
約
３
年

で
経
営
不
振
に
よ
り
撤
退
し
ま
し
た
。
再
び

指
定
管
理
を
振
興
公
社
が
受
け
ま
し
た
が
、

飲
食
部
門
の
不
振
や
設
備
の
故
障
な
ど
に
よ

り
、
経
営
が
更
に
悪
化
。
専
門
的
な
知
見
が

乏
し
い
こ
と
も
あ
り
、
経
営
が
改
善
さ
れ
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
地

域
活
性
化
起
業
人
制
度
を
活
用
し
、
ホ
テ
ル

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
専
門
的
知
識
を
有
す

る
専
門
人
材
の
派
遣
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

▼
豊
富
な
ホ
テ
ル
勤
務
経
験

月
形
町
は
、
指
定
管
理
に
よ
り
運
営
す
る

「
月
形
温
泉
ホ
テ
ル
」
の
経
営
改
善
や
施
設

の
魅
力
向
上
に
向
け
て
、
令
和
４
年
４
月
よ

り
里
見
さ
ん
と
高
橋
さ
ん
の
２
名
（
派
遣
元

企
業
：
株
式
会
社
オ
ズ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
東
京
）
）
の
派
遣
を
受
け
て
い
ま
す
。
里

見
さ
ん
は
支
配
人
、
高
橋
さ
ん
は
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
民
間
ホ
テ
ル
運
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
な
ど
専
門
的
な
知
見
に
よ
る
温
泉
・
ホ

テ
ル
運
営
の
見
直
し
と
と
も
に
、
同
施
設
は

▼
町
温
泉
・
ホ
テ
ル
の
経
営
不
振

株
式
会
社
オ
ズ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

×

月
形
町

北海道函館市出身。約40年間ホテル業
界に勤務し、幅広くホテル業務を経験。
2018年に現会社に就職。

里見 昇（さとみ のぼる）※写真左

プロフィール

町
内
観
光
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
皆
楽
公
園
エ

リ
ア
の
中
核
施
設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
設

備
改
修
に
よ
り
施
設
の
魅
力
を
上
げ
、
集
客

力
を
高
め
、
エ
リ
ア
一
帯
の
賑
わ
い
の
創
出

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

兵庫県神戸市出身。旅行代理店、ゲスト
ハウス、ホテル等多様な業務を経験。
2020年に現会社に就職。

高橋 克典（たかはし かつのり）※写真右

▼
経
営
改
善
と
従
業
員
の
意
識
の
変
化

二
人
が
着
任
し
て
か
ら
約
１
年
と
、
ま
だ
短

い
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ホ
テ
ル
の
経
営
改

善
の
成
果
が
着
実
に
出
て
い
ま
す
。
客
室
の
稼

働
率
は
、
令
和
３
年
度
に
約

％
だ
っ
た
も
の

が
、
翌
年
度
は
約

％
ま
で
回
復
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
飲
食
部
門
の
朝
食
の
提
供
の
再
開
や

ホ
テ
ル
の
新
た
な
宿
泊
プ
ラ
ン
の
開
発
や
町
民

還
元
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
な
ど
、

集
客
の
増
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
ホ
テ
ル
等
で
の
勤
務
経
験
が
少

な
か
っ
た
従
業
員
に
、
日
々
の
業
務
の
中
で
Ｏ

Ｊ
Ｔ
形
式
で
人
材
育
成
を
行
う
こ
と
で
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

従
業
員
の
意
識
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

▼
町
の
賑
わ
い
拠
点
の
創
出
へ

里
見
さ
ん
は
、
「
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
施
設
を
ど
う
い
か
し

て
見
せ
て
い
く
か
、
ま
た
、
魅
力
化
し
た
も
の

を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、
持
続
可
能
な
も
の

と
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
語
り
ま
す
。

月
形
温
泉
ホ
テ
ル
は
、
設
備
改
修
に
よ
る

効
率
化
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
削
減
等
を
図

る
と
と
も
に
、
町
内
観
光
拠
点
の
一
つ
で
あ
る

皆
楽
公
園
エ
リ
ア
の
中
核
施
設
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
施
設
そ
の
も
の
の
魅
力
を
高
め
、
集
客

力
を
高
め
る
た
め
、
二
人
は
、
改
修
に
関
す
る

助
言
、
さ
ら
に
令
和
６
年
度
の
オ
ー
プ
ン
を
目

指
す
道
の
駅
開
設
へ
の
助
言
な
ど
、
町
の
賑
わ

い
拠
点
の
創
出
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

着
任
後
、
二
人
は
ホ
テ
ル
の
経
営
を
民
間
の

視
点
で
徹
底
的
に
見
直
し
、
改
善
を
図
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
ホ
テ
ル
の
運
営
収
益
見
通

し
の
作
成
、
老
朽
化
し
た
ホ
テ
ル
の
改
修
コ
ン

セ
プ
ト
や
改
修
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案

の
作
成
等
、
ホ
テ
ル
運
営
の
方
向
性
を
決
め
て

い
く
業
務
に
着
手
す
る
と
同
時
に
、
現
場
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
作
業
す
る
中
で
、
日
常
業
務

の
内
容
に
つ
い
て
も
一
か
ら
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。
ホ
テ
ル
稼
働
率
向
上
の
た
め
の
予
約
販

売
方
法
の
見
直
し
、
効
率
的
な
ス
タ
ッ
フ
の
配

置
、
シ
フ
ト
の
最
適
化
、
細
や
か
な
部
分
で
は

使
用
頻
度
の
低
い
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
見
直
し
や
売

店
の
商
品
の
入
れ
替
え
な
ど
、
二
人
の
プ
ロ
目

線
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
り
大
幅
に
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
現
場
経
験
が
豊
富
な
起
業
人
の
知
見

に
よ
り
、
経
営
の
マ
ク
ロ
な
視
点
の
部
分
だ
け

で
は
な
く
、
日
常
業
務
等
の
細
か
い
部
分
を
含

め
、
ホ
テ
ル
運
営
を
幅
広
く
改
善
し
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

◆特集 地域活性化起業人創る
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プロフィール

里
見
さ
ん
は
約

年
ホ
テ
ル
業
界
に
勤
め
、

ホ
テ
ル
の
清
掃
や
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
等
の
現

場
業
務
か
ら
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
業
務
、
支
配
人
業

務
ま
で
幅
広
く
経
験
し
て
き
ま
し
た
。
高
橋
さ

▴ 毎月開催の振興公社運営会議、施設改修
関係の定例会議では、起業人から助言を受
けているほか、起業人の毎月の活動報告を
行う。

ん
は
、
旅
行
代
理
店
で
の
勤
務
を
経
て
海
外
生

活
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
運
営
、
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン

ト
ス
タ
ッ
フ
等
、
旅
行
・
ホ
テ
ル
業
界
で
豊
富

な
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
二
人
は
、
ホ
テ

ル
業
務
全
般
を
支
援
す
る
派
遣
元
の
オ
ズ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
、
経
験
を
い
か
し
て
ホ
テ
ル
の

運
営
や
開
業
準
備
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

▼
温
泉
・
ホ
テ
ル
運
営
を
一
か
ら
見
直
し

40
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西
川
さ
ん
は
長
年
、
旅
行
会
社
や
法
人
へ

の
航
空
券
セ
ー
ル
ス
な
ど
で
経
験
を
積
み
、

北
見
・
網
走
で
の
勤
務
、
東
京
支
社
在
籍
中

に
は
神
奈
川
、
長
野
、
静
岡
な
ど
の
地
域
を

▼
仲
間
づ
く
り
と
企
画
・
実
践

登別市出身。旅行会社セールス・法
人セールスなどを経て、網走営業所、
北見支店では地元観光業者と誘客
施策の構築などのほか、旅客販売施
策の構築を⾧年経験。
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◆特集 地域活性化起業人創る

西川 光輝（にしかわ こうき）

▼
豊
富
な
観
光
・
誘
客
の
経
験

×

中
富
良
野
町

初
夏
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
有
名
な
中
富
良
野

町
で
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
最
盛
期
以
外
の

人
々
の
交
流
や
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
西
川
光
輝
さ
ん
（
派
遣

元
：
日
本
航
空
株
式
会
社
）
と
酒
井
広
志
さ

ん
（
派
遣
元
：
株
式
会
社
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
）
の
２
名
が
町
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
人
は
長
く
旅
行
業
界
で
培
っ
た
地
域
を
見

る
目
と
人
脈
を
い
か
し
な
が
ら
、
地
域
お
こ

▼
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
が
課
題

北
海
道
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
中
富

良
野
町
は
、
６
～
８
月
に
シ
ー
ズ
ン
の
最
盛

期
を
迎
え
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

し
か
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
以
外

の
観
光
資
源
や
人
々
の
交
流
、
賑
わ
い
の
創

出
な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
は
、
他
の
市

町
村
と
同
様
に
、
町
の
人
口
減
少
や
都
市
部

へ
の
流
出
な
ど
も
あ
り
、
行
政
単
独
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
財
源
に
限
界
が
あ
る
中
で
、
官
民
連

携
の
必
要
性
・
重
要
性
を
感
じ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
地
域
活
性
化
起
業
人
の
制
度
を
活
用

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▼
外
に
向
け
て
の
発
信
充
実

酒
井
さ
ん
の
派
遣
元
企
業
で
あ
る
エ
イ
チ
・

ア
イ
・
エ
ス
は
個
人
旅
行
商
品
が
主
力
で
、
酒

井
さ
ん
も
長
年
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
当
初

の
中
富
良
野
町
の
イ
メ
ー
ジ
は
ラ
ベ
ン

ダ
ー

一
辺
倒
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

同
じ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
も
リ
フ
ト
に
乗
っ
て
見
る

景
色
や
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
運
営
に
特
化
し
た

ワ
イ
ナ
リ
ー
な
ど
、
住
ん
で
初
め
て
知
っ
た
魅

力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
、
昨
年
度
は
派
遣

元
企
業
主
催
の
世
界
を
巡
る
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
の
中
で
中
富
良
野
町
を
ツ
ア
ー
に
組
込
み
、

連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

イ
ベ
ン
ト
の
時
期
な
ど
に
合
わ
せ
て
バ
ス
ツ

ア
ー
を
造
成
し
、
送
客
に
つ
な
が
る
取
組
を
計

画
す
る
な
ど
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
観
光
協
会
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
や
町
外
に
向
け
て
の
活
動

を
活
発
化
さ
せ
、
攻
め
の
観
光
施
策
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
「
移
住
希
望
者
に
向
け
た

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
を
通
し
て
移
住
実
績
に

寄
与
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

二
人
は
中
富
良
野
町
の
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
や

年
間
を
通
し
た
誘
客
の
た
め
、
町
を
よ
り
良
く
、
楽

し
く
し
た
い
と
い
う
役
場
の
若
手
職
員
や
地
域
お
こ

し
協
力
隊
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
総
合
計
画
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
、
「
ナ
カ
フ
ラ
イ
フ
５
か

年
計
画
」
の
策
定
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

西
川
さ
ん
は
、
「
主
に
こ
れ
か
ら
こ
こ
で
暮
ら
し

て
い
く
人
た
ち
が
、
中
心
に
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
な
け
れ
ば
根
付
か
な
い
」
と
い
う
思
い
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
最
終
的
に

の
企
画
が

生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
移
住
者
が
地
域
と
つ
な
が
り
を

持
つ
仕
組
み
「
ナ
カ
フ
サ
ー
ク
ル
」
の
立
ち
上
げ
や
、

町
に
伝
わ
る
「
大
注
連
縄
作
り
」
な
ど
の
伝
統
を
体

験
コ
ン
テ
ン
ツ
に
い
か
す
な
ど
、
町
外
か
ら
や
っ
て

き
た
二
人
と
若
手
職
員
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
従
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
囚
わ
れ
な
い
自
由

な
発
想
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
既
に
５
つ
の

企
画
が
予
算
化
さ
れ
、
同
メ
ン
バ
ー
で
実
現
に
向
け

て
動
い
て
い
ま
す
。
西
川
さ
ん
自
身
も
、
通
常
は
観

光
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
冬
季
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
に
向
け
、
地
域
と
の
情
報
交
換
を
進
め
て
い
ま

す
。
「
こ
う
し
た
企
画
が
単
年
度
で
終
わ
る
の
で
は

な
く
、
今
後
、
町
に
お
い
て
ず
っ
と
残
る
よ
う
な
モ

ノ
、
コ
ト
に
し
て
い
き
た
い
」
と
西
川
さ
ん
は
意
気

込
ん
で
い
ま
す
。

▴ 「ナカフライフ５か年計画」の策定には、役
場の有志の若手職員や地域おこし協力隊が参加
し、庁内横断的に取り組んだ。

日
本
航
空
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

福島県出身。1997年株式会社エ
イチ･アイ･エス 仙台入社。2012年
より北海道・東北・新潟事業部に異
動。主に海外旅行商品の航空仕入
などを経験。

酒井 広志（さかい ひろし）

プロフィール

担
当
し
、
地
域
へ
の
誘
客
促
進
の
た
め
の
自
社

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

酒
井
さ
ん
は
個
人
旅
行
商
品
を
主
力
と
す
る
派

遣
元
企
業
で
主
に
海
外
旅
行
商
品
の
航
空
席
の
仕

入
れ
な
ど
、
管
理
部
門
を
長
く
経
験
し
、
社
内
で

の
人
脈
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

プロフィール

本記事の取組は、北海道総合政策部官民連携推進局が担当しております。
○地域活性化起業人制度に関するお問い合わせ先 地域おこし協力隊サポート推進室 TEL:011-204-5791

し
協
力
隊
や
若
手
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
中

富
良
野
町
を
よ
り
住
み
や
す
く
、
楽
し
い
町

に
す
る
「
ナ
カ
フ
ラ
イ
フ
５
か
年
計
画
」
を

策
定
。
実
現
に
向
け
て
連
携
し
て
取
組
ん
で

い
ま
す
。

14
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―― 新たな賑わいと交流拠点の誕生

今年３月、北広島市に北海道日本ハムファイターズの新球場「ES CON FIELD HOKKAIDO」を含むボール

パーク「HOKKAIDO BALLPARK F VILLAGE」が開業しました。

このボールパークは、プロスポーツの試合観戦という役割だけではなく、子供の遊び場、商業施設、グラ

ンピング、農業学習施設などの様々な機能を備えており、多くの人々が集い、交流を育む場所になることを

市は期待しています。

市では、官民連携プロジェクトとして、新球場を核としたボールパークを整備することで、まちづくりの様々

な分野に波及効果を生み出し、持続可能な都市経営と地域課題の解決を図るボールパーク構想を推進し

ています。ここでは、市のボールパーク構想と連携したまちづくりについて紹介します。

平
成

年

月
、
市
は
未
整
備
と
な
っ
て

い
た
総
合
運
動
公
園
予
定
地
の
活
用
の
た
め
、

プ
ロ
野
球
の
２
軍
試
合
の
誘
致
を
念
頭
に
、

総
合
運
動
公
園
の
中
に
硬
式
野
球
が
で
き
る

施
設
規
模
の
野
球
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
し
た
。

札
幌
市
と
新
千
歳
空
港
の
中
間
に
位
置
す
る

北
広
島
市
は
、
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
ま
で
約

分
と
い

う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
持
ち
な
が
ら
、
豊
か
な

緑
の
環
境
を
保
持
す
る
な
ど
、
自
然
と
利
便
性

の
高
い
都
市
機
能
が
調
和
す
る
魅
力
的
な
住
環

境
を
有
す
る
一
方
で
、
他
の
市
町
村
と
同
様
に
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
る
活
力

低
下
や
、
ま
た
、
５
つ
の
生
活
圏
で
形
成
さ
れ

る
地
区
の
分
散
と
都
市
機
能
の
不
足
、
そ
れ
に

よ
る
人
口
流
出
が
生
じ
て
い
る
な
ど
、
地
域
特

有
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

北
広
島
市
の
現
状
と
課
題

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
誘
致
の
経
緯

そ
う
し
た
施
設
規
模
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
た

め
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
野
球
を
観
戦
す
る
た
め
だ
け
の
施
設
で

は
な
く
、
球
場
を
核
と
し
た
ま
ち
ボ
ー
ル

パ
ー
ク

を
作
り
た
い
と
い
う
球
団
の
意
向

と

Sports
Com

m
unity

を
掲
げ
る
企

業
理
念
を
受
け
、
新
球
場
を
核
に
賑
わ
い
や

交
流
を
創
出
す
る
エ
リ
ア
と
な
る
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
の
整
備
を
契
機
と
し
て
地
方
創
生
を

図
る
こ
と
が
、
市
の
目
指
す
都
市
像
の
実
現

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
、
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
誘
致
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
球
団

側
と
約

回
の
実
務
者
協
議
を
重
ね
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
想
い
を
共
有
し
、
両
者
の
想
い

が
合
致
し
た
こ
と
で
、
平
成

年
３
月
に
予

定
地
と
し
て
内
定
し
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
施
設
整
備
は
球
団
、
そ

の
周
辺
の
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
市
が

役
割
を
担
い
な
が
ら
連
携
し
て
進
め
て
い
き
、

今
年
３
月
に
開
業
と
な
り
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
に
期
待
さ
れ

る
役
割

今
年
３
月
に
開
業
し
た
ば
か
り
の
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
で
す
が
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
観

戦
と
い
う
役
割
だ
け
で
な
く
、
北
海
道
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
多
く
の
人
々
が
ま

ち
に
集
い
、
交
流
を
育
む
場
所
と
し
て
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
内
に
は
、
屋
内
外
に
遊
具

が
備
え
ら
れ
た
子
供
の
遊
び
場
、
北
海
道
ら

し
い
自
然
を
感
じ
な
が
ら
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や

北広島市

まちづくり
ボールパーク構想と連携した

北広島市のボールパーク構想

未整備公園をきっかけとした官民連携プロジェク

トとしてボールパークを整備することで、北広島市

のアイデンティティを高め、未来の担い手となる居

住者や企業立地を促進しながら、持続的な都市経

営と社会課題の解決を図る地方都市の再生モデ

ルの実現を目指す構想

左から 北広島市 企画財政部企画課 村上主査

経済部ボールパーク連携推進室 万丈主査

熊谷主査

お 話 を 伺 っ た方

◆地域が動く・プロジェクト最前線創る

16

27

10

“

”

“

”30

17



創る ◆地域が動く・プロジェクト最前線

市
は
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
と
連
携
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
総
合
計
画
の
中
に
盛
り
込
み
、

一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
健
康

増
進
、
雇
用
の
促
進
、
公
共
交
通
の
整
備
、

Ｊ
Ｒ
新
駅
の
整
備
な
ど
交
通
機
能
や
産
業
機

能
の
充
実
を
め
ざ
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

球
団
を
含
め
た
官
民
連
携
に
よ
る
取
組
や
、

全
庁
横
断
で
の
取
組
な
ど
、
様
々
な
施
策
に

よ
り
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

06

市
の
人
口
動
態
は
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
移
転

が
決
定
し
た
平
成

年
か
ら
転
入
超
過
の
状

況
が
続
く
な
ど
、
機
運
の
高
ま
り
を
見
せ
、

す
で
に
開
業
に
よ
っ
て
新
た
な
賑
わ
い
拠
点

に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加
に
寄
与
し
て
い
る

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
で
す
が
、
市
は
、
今
後
は
そ

の
効
果
が
さ
ら
に
ま
ち
づ
く
り
の
様
々
な
分

野
に
波
及
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。ボ

ー
ル
パ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
拠
点
と
な

る
Ｊ
Ｒ
北
広
島
駅
西
口
の
活
性
化
を
株
式
会

社
日
本
エ
ス
コ
ン
と
官
民
連
携
で
進
め
て
お

り
、
駅
前
広
場
が
再
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
今

後
は
未
利
用
市
有
地
を
活
用
し
た
居
住
空
間
、

ホ
テ
ル
や
飲
食
店
を
含
む
商
業
施
設
、
子
育

て
支
援
施
設
や
交
流
広
場
を
整
備
す
る
な
ど
、

駅
周
辺
の
魅
力
と
価
値
を
高
め
、
賑
わ
い
と

交
流
を
生
む
拠
点
等
を
新
た
に
形
成
す
る
な

ど
、
ま
さ
に
「
北
広
島
の
新
時
代
」
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

イメージ図提供：㈱日本エスコン

本記事の取組は、北広島市企画財政部企画課・経済部ボールパーク連携推進室で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL:011-372-3311

様
々
な
分
野
で
球
団
と
の
連
携
事
業
も
進

め
て
お
り
、
学
校
教
育
の
分
野
で
は
、
市
内

の
小
中
学
校
全
校
で
、
元
選
手
の
球
団
職
員

に
よ
る
子
供
た
ち
の
走
力
向
上
や
、
基
礎
運

動
能
力
を
伸
ば
す
体
育
授
業
を
行
う
取
組
、

プ
ロ
野
球
を
通
し
て
幅
広
い
経
験
を
し
て
き

た
元
選
手
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
授
業
な
ど

の
取
組
を
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
選
手
の
管
理
栄
養
士
に
よ
る
子
育

て
世
代
へ
の
食
育
講
演
会
な
ど
、
双
方
の
発

展
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
も
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
特
色
あ
る
教
育
環
境
の
提

供
や
ス
ポ
ー
ツ
機
会
に
近
い
健
康
的
な
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
提
供
に
よ
り
、
市
民
、
そ
し

て
子
供
達
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
、
球
団
と
防
災
に
関
す
る

覚
書
を
締
結
し
、
球
団
が
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の

中
に
防
災
備
蓄
倉
庫
を
整
備
し
、
市
の
広
域

避
難
場
所
で
の
活
用
の
ほ
か
、
道
内
で
災
害

多
く
の
賑
わ
い
か
ら
地
域
の
活
性
化
を
生

み
出
す
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
効
果
を
周
辺
市
町

村
に
も
波
及
さ
せ
る
た
め
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

を
通
じ
た
道
内
各
地
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に

「
オ
ー
ル
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
連
携
協
議

会
」
に
よ
る
広
域
連
携
体
制
を
確
立
し
て
い

ま
す
。
現
在
は
圏
域
の

市
町
村
が
参
画
し
、

４
分
野
を
テ
ー
マ
に
圏
域
市
町
村
で
連
携
し

た
取
組
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
構
想
に
よ
る

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

近
隣
市
町
村
と
の
連
携

今
後
の
展
開

▲屋内外に備えられた子供の遊び場は、
天気を気にすることなく遊ぶことがで
き、家族が試合を見ている間に利用す
るなど、様々に活用されている。

▼広大な敷地内には、子供のプレイグ
ラウンドやグランピング施設、認定こ
ども園などがあり、一つの村のように
なっている。

球
団
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り

―― オール北海道で波及効果を生み出す が
起
き
た
際
に
被
災
地
に
分
配
で
き
る
よ
う

に
北
海
道
の
備
蓄
品
も
備
え
る
な
ど
、
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
官
民
連
携
で
担
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
周
遊
策
と
し
て
、
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
を
起
点
と
し
た
圏
域
市
町
村

を
巡
る
広
域
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
か
ら
人
の
流
れ

を
周
辺
に
促
す
試
み
も
圏
域
市
町
村

で
連
携
し
て
取
り
組
む
予
定
で
す
。

将
来
は
、
道
内
広
域
に
も
波
及
効
果

を
生
み
出
し
て
い
く
た
め
に
、
オ
ー

ル
北
海
道
で
取
り
組
む
こ
と
も
視
野

▶
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
へ
の
ア
ク

セ
ス
機
能
整
備
と
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
魅
力
と
価
値

の
向
上
を
目
指
し
、
官
民
連
携
で
駅
周
辺
エ
リ
ア

の
高
度
利
用
を
図
り
、
地
域
課
題
解
決
に
向
け
て

施
策
を
進
め
て
い
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
の
体
験
型
観
光
が
で
き

る
施
設
、
農
業
学
習
が
で
き
る
施
設
な
ど
、

野
球
以
外
の
目
的
で
訪
れ
た
人
も
滞
在
で
き

る
環
境
と
な
っ
て
お
り
、
試
合
の
な
い
日
も
、

１
日
約
５
千
人
～
１
万
人
が
来
場
す
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
新
千
歳
空
港
ま
で
の
通
過
地
点

だ
っ
た
ま
ち
に
、
多
く
の
人
が
滞
在
す
る
こ

と
で
、
す
で
に
多
く
の
賑
わ
い
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

今
後
、
市
民
と
市
外
か
ら
訪
れ
た
人
た
ち

で
一
緒
に
取
り
組
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
開
催
し
て
い
く
な
ど
、
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
が
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
場
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

に
入
れ
て
い
ま
す
。

活性化を進める駅西口周辺エリア

市有地Ａ
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「
こ
れ
か
ら
よ
り
不
確
実
で
難
し
い

時
代
を
子
ど
も
達
は
生
き
て
い
く
と
思

う
の
で
、
子
ど
も
達
に
は
、
不
確
実
で

答
え
が
な
い
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ

ろ
を
面
白
が
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
逞
し

さ
を
身
に
着
け
て
ほ
し
い
」
と
齊
藤
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

塾
は
無
料
で
、
枝
幸
高
校
の
全
て
の

生
徒
が
利
用
で
き
ま
す
。
公
営
塾
は
、

学
力
向
上
だ
け
で
な
く
、
枝
幸
町
の
魅

力
や
誇
り
を
再
確
認
す
る
機
会
も
提
供

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
公
営
塾
で
は
、

学
校
の
授
業
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

英
文
か
る
た
や
英
語
の
す
ご
ろ
く
な
ど

を
通
じ
て
、
勉
強
す
る
楽
し
さ
や
学
ぶ

意
欲
を
高
校
生
の
内
側
か
ら
喚
起
す
る

よ
う
な
取
組
や
将
来
の
枝
幸
を
背
負
っ

て
立
つ
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
目
的
に
、

地
域
の
方
々
を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
授

業
を
行
う
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

枝
幸
町
の
公
営
塾
の
よ
う
な
地
域
の

資
源
や
人
材
を
い
か
し
、
地
域
の
未
来

を
担
う
若
者
た
ち
の
力
を
引
き
出
す
取

組
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆「なおみちカフェ」から創る

07

枝
幸
町
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

編

令
和
４
年
11
月
22
日
訪
問

社
会
に
出
る
と
、
自
分
が
生
ま
れ
住

ん
で
い
た
地
域
が
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な

の
か
、
町
内
に
住
ん
で
い
た
時
以
上
に

聞
か
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
町

の
誇
り
を
お
話
で
き
る
と
い
う
の
は
本

当
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
、
高
校
生
を
キ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し

て
巻
き
込
み
、
地
域
の
活
性
化
に
一
役

買
っ
て
も
ら
う
取
組
は
、
郷
土
愛
の
醸

成
や
将
来
の
担
い
手
確
保
に
も
つ
な
が

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

鈴木知事が、北海道創生に向けて、様々な分野で活躍されている方
をお訪ねし、その取組や地域への思いなどをお聞きしています。
同行した職員から皆様にその様子をお伝えします。

なおみちカフェ

なおみちカフェ（枝幸町編）の動画
はこちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

▶
懇
談
時
の
様
子

▲ 会場となったオホーツクミュージアムえさし。「ふるさと教育」推進プ
ロジェクトと連携し、ワークショップなども開催している。

今
回
ま
ず
ご
紹
介
す
る
の
は
、
高
校

生
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
地
方
創

生
に
活
力
を
与
え
る
重
要
プ
レ
イ
ヤ
ー

と
し
て
育
成
を
図
る
、
枝
幸
町
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

枝
幸
町
で
は
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
教
育
環
境
に
も
影
響
が
現

れ
、
町
外
都
市
部
へ
の
進
学
に
よ
り
保

護
者
を
伴
っ
て
の
世
帯
転
出
な
ど
か
ら

町
内
唯
一
の
普
通
科
高
校
で
あ
る
道
立

枝
幸
高
校
の
将
来
的
な
存
続
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
元
年
度
に
枝

幸
高
校
と
地
域
が
連
携
し
て
、
地
域
創

生
に
活
力
を
与
え
る
重
要
な
プ
レ
イ

ヤ
ー
で
あ
る
高
校
生
の
育
成
に
向
け

「
学
力
向
上
」
と
「
ふ
る
さ
と
教
育
」

の
推
進
に
よ
っ
て
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
強
く
持
ち
、
地
域
の
産
業
や
経
済
を

支
え
る
人
材
育
成
を
図
る
「
ふ
る
さ
と

教
育
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
将
来
の
地
域
人
材
を
育
成
す
る
取

組
を
進
め
て
い
ま
す
。

取
組
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
、
令
和
３
年
４
月
に
開
設
し
た

公
営
塾
で
す
。
塾
長
は
、
も
と
も
と
東

京
の
学
習
塾
で
教
室
長
を
し
て
い
た
齊

藤
歩
さ
ん
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
着
任
し
、
高
校
生
を
対
象
に
公
営
塾

を
始
め
ま
し
た
。

▲ 枝幸町公営塾Facebook

塾では、個別学習指導に
よる学力向上のみならず、
キャリア教育などを通じた
ふるさと教育も展開されて
いる。

宗谷編

ＱＲコード



◆「なおみちカフェ」から

08

令
和
５
年
１
月
24
日
訪
問

次
に
、
大
空
町
の
全
日
制
総
合
学
科

の
町
立
高
と
し
て
、
道
内
は
も
と
よ
り

全
国
か
ら
生
徒
が
入
学
し
て
い
る
大
空

高
等
学
校
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
３
年
４
月
、
大
空
高
校
は
、
道

内
初
の
道
立
高
と
町
立
高
を
統
合
し
、

新
設
の
町
立
高
等
学
校
と
し
て
、

名

の
新
入
生
を
迎
え
て
開
校
し
ま
し
た
。

民
間
出
身
者
を
校
長
に
招
き
、
地
域

資
源
を
い
か
し
た
授
業
や
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
は
、
大
空
高
校
を
町
総
合
戦
略
に

お
い
て
地
域
振
興
の
核
と
し
て
位
置
付

け
、
地
域
全
体
で
町
の
創
り
手
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え
主
体
的

な
学
び
を
育
む
こ
と
を
教
育
目
標
と
し

て
お
り
、
生
徒
自
身
が
主
体
と
な
っ
て

考
え
る
よ
う
に
細
か
い
校
則
は
無
く
、

総
合
学
科
で
あ
る
た
め
選
択
教
科
も
多

く
自
分
で
進
路
に
応
じ
た
授
業
を
受
け

て
い
き
ま
す
。

探
求
力
を
育
む
た
め
、
探
求
的
な
学

習
の
時
間
に
お
い
て
は
、
通
常
よ
り
単

位
数
を
増
や
し
、
生
徒
が
自
身
の
興
味

や
関
心
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

情
報
を
集
め
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
考
察
、
実
践
を
行
う
授
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

北
海
道
大
空
高
等
学
校

編

当
日
の

知
事
の
言
葉
か
ら

高
校
の
存
在
と
い
う
の
は
、
地
域

の
大
き
な
一
つ
の
機
能
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
首
長
の
皆
さ
ん
と
教
育

部
局
が
連
携
し
、
地
域
と
協
働
し
て

色
々
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

特
色
の
あ
る
教
育
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
全
体
を
学
び
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
て
、
教
育
と
地
域
づ
く
り
を
融

合
さ
せ
た
素
晴
ら
し
い
取
組
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
未
来
を
担
う
人

材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

オホーツク編
▲ 令和3年4月に「総合学科」として開校した北海道大空高等学校。自分の興味ある科目や
進路に合わせた科目を選択して学ぶことができる。

▼令和5年4月に供用が開始された寮の外観イメージ

創る

なおみちカフェ（大空町編）の動画は
こちらからご覧いただけます。
（YouTubeチャンネル）

ＱＲコード

関
係
人
口
創
出
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒

が
地
域
の
方
々
と
お
会
い
し
て
聞
い
た

地
域
課
題
の
問
題
解
決
に
、
高
校
と
民

間
企
業
、
町
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組

み
、
町
長
や
町
民
な
ど
の
前
で
政
策
提

言
を
行
う
な
ど
、
人
づ
く
り
と
ま
ち
づ

く
り
の
一
体
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

生
徒
同
士
の
学
び
合
い
の
機
会
を
増

や
す
た
め
、
一
斉
授
業
を
改
め
、
複
数

担
任
制
の
導
入
や
定
期
テ
ス
ト
の
廃
止

な
ど
、
新
し
い
観
点
に
よ
り
、
校
長
を

中
心
に
学
校
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

学
習
以
外
に
も
生
徒
の
興
味
や
関
心
を

促
す
た
め
、
生
徒
が
企
画
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
レ
モ
ネ
ー
ド
の
販
売
に

よ
る
小
児
が
ん
の
た
め
の
寄
付
、
生
徒

達
が
運
営
す
る
高
校
生
カ
フ
ェ
の
企
画

も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
５
年
４
月
に
供
用
開
始

し
た
高
校
の
寄
宿
舎
機
能
と
地
域
住
民

や
有
識
者
と
の
交
流
機
能
を
併
せ
も
つ

施
設
を
整
備
。
生
徒
の
進
路
に
合
わ
せ

て
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
町
公
設
塾
の

教
室
や
地
域
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
町
民
と
高
校
生
の

交
流
を
深
め
る
た
め
の
住
民
支
援
組
織

の
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
全
国

の
生
徒
か
ら
魅
力
あ
る
学
校
と
し
て
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

29



な
課
題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
回
り
ま
し
た
。

そ
の
際
「
何
か
始
め
た
い
と
思
っ
て
も
相
談

す
る
場
所
が
な
い
」
「
一
緒
に
取
り
組
ん
で
く

れ
る
人
を
ど
う
探
せ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
悩
み
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

─
─

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
開
設
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
、
よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
持
っ
て
い
て
、

「
一
人
一
人
が
や
り
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
で

き
る
社
会
で
あ
る
こ
と
」
「
そ
の
人
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
こ
と
」
の
２
つ

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者
福
祉
や

子
育
て
、
環
境
問
題
な
ど
、
身
近
な
社
会
課
題

に
対
し
て
何
か
し
た
い
、
と
い
う
人
が
集
ま
る

場
づ
く
り
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

「
な
に
い
ろ
カ
フ
ェ
」
は
５
年
ほ
ど
運
営

し
ま
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭
で
人
々
が

行
き
来
す
る
場
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
２
０
２
０
年
に
移
転
し
、
現
在
の
名
称

で
、
「
名
寄
の
街
を
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に

遊
ぶ
人
た
ち
の
社
交
場
。
動
き
、
交
わ
り
、

学
ぶ
、
楽
し
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー

ス
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

09

立
ち
上
げ
の
経
緯

─
─

こ
ち
ら
の
施
設
は
２
０
１
５
年
に
「
な

に
い
ろ
カ
フ
ェ
」
と
い
う
名
称
で
開
か
れ
た
の

が
始
ま
り
と
の
こ
と
で
す
が
、
立
ち
上
げ
に

至
っ
た
経
緯
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

立
ち
上
げ
前
年
の
２
０
１
４
年
に
私
は
名
寄

に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
の
で
す
が
、
最
初
の
３
～
４

か
月
く
ら
い
は
、
地
域
の
方
々
に
名
寄
の
色
々

「
新
し
い
働
き
方
」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
。
そ
の
魅
力
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
、
人
と
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
通
じ
て
新
た
な
活
動
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き

る
ワ
ー
ク
施
設
と
、
そ
こ
で
の
出
会
い
を
創
り
出
す
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

「
つ
な
が
る
。
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
と
は
？

む
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
映
画
・
音
楽
・
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
・
教
育
な
ど
気
に
な
る
テ
ー
マ
を
持
ち

寄
っ
て
対
話
し
、
化
学
変
化
が
起
き
る
場
を

目
指
し
て
い
ま
し
た
。

─
─

面
白
い
取
組
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

バ
ー
と
い
う
の
は
難
し
か
っ
た
の
で
は
。

初
め
て
の
人
が
一
つ
の
テ
ー
マ
で
話
す
こ

と
に
価
値
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
お
酒
と
い

う
面
も
あ
り
、
難
し
く
な
り
ま
し
た
ね
。

な
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
と
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
主
に
運
営
し
て

い
て
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
は
よ
り
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
「
い
い
オ
フ
ィ
ス
」
に

登
録
し
、
完
全
無
人
型
と
し
て
い
ま
す
。

「
い
い
オ
フ
ィ
ス
」
を
見
て
市
外
か
ら
来

ら
れ
る
方
は
月
に
１
～
２
名
程
度
で
す
ね
。

そ
れ
以
外
に
は
普
段
か
ら
つ
な
が
り
の
あ
る

市
内
の
方
が
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

─
─

「
い
い
オ
フ
ィ
ス
」
の
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
市
内
の
面
白
い
方
と
つ
な
が
り
た
い
人
は

い
つ
で
も
ご
相
談
下
さ
い
。
」
と
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
事
前
に
相
談
す
れ
ば
対
応
い

た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？

は
い
。
他
の
仕
事
も
あ
り
常
時
こ
こ
に
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
事
前
に
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

─
─

こ
れ
ま
で
取
材
し
た
施
設
で
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
な
か
な
か
人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
機
能
を
い
か
し
き

れ
て
い
な
い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

点
の
影
響
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
お
話
し
た
と
お
り
、
元
々
は
主
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運
営
し
て
い

た
の
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
現
在
は
大

き
く
業
態
を
変
え
て
い
ま
す
。

移
転
し
た
当
初
は
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
週
３
日
開
け
て
、
夜
は
テ
ー

マ
型
の
バ
ー
を
や
っ
て
ま
し
た
。
お
酒
を
飲

つ
な
が
る
。
Ｈ
Ｕ
Ｂ
ｅ
ｓ
ｔ

ハ

ー

ベ

ス

ト

◆「つながる。HUBest」

～
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ベ
ス
ト
な
場
所
が
北
海
道
に
は
あ
る
～

ハ
ブ

第
十
一
弾

名
寄
市

naniro
BASE&

Lab.

黒
井

理
恵
さ
ん

北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

現
在
の
「naniro

BASE

」
コミュニティスペース naniro BASE & Lab
名寄市にある唯一のWi-Fi・電源完備のワーキング
スペ ース。現在は無人で営業。

く
ろ
い

り
え

（naniro
BASE&Lab.

副
所
長
）

※

い
い
オ
フ
ィ
ス

全
国
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
検

索
・
利
用
で
き
る
会
員
制
サ
ー
ビ
ス

～
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ベ
ス
ト
な
場
所
が
北
海
道
に
は
あ
る
～
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「naniro
BASE 

」

か
ら
つ
な
が
る

─
─

こ
れ
ま
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

生
ま
れ
た
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
夏
に
、
首
都
圏
在
住
の
映
像
編
集
を

仕
事
に
し
て
い
る
方
が
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
来

ら
れ
た
の
で
す
が
、
最
初
は
１
か
月
の
予
定
が
、

居
心
地
が
良
す
ぎ
て
３
か
月
に
延
長
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

─
─

そ
の
方
は
「
北
海
道
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
に
相
談
い
た
だ
き
、

名
寄
市
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す

が
、
３
か
月
も
滞
在
さ
れ
て
い
た
と
は
！

こ
の
場
所
で
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
の
で
、

こ
こ
で
や
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
出
入

り
す
る
地
域
の
人
た
ち
と
仲
良
く
な
っ
て
、
釣

り
な
ど
色
々
と
遊
び
に
行
か
れ
て
ま
し
た
。

他
の
ケ
ー
ス
で
は
、
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
専
門
と
す
る
企
業
さ
ん
が
チ
ー
ム
で
来
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
活
性
化
に
つ
い
て
現
場
の
意
見

を
聞
き
た
い
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
回
っ
た
り
、
他

に
は
普
通
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
お
仕
事
さ
れ
て

い
ま
し
た
よ
。

彼
ら
は
２
泊
さ
れ
た
の
で
す
が
、
「
森
の
休

暇
村
」
と
い
う
自
然
の
中
に
あ
る
コ
テ
ー
ジ
を

オ
ス
ス
メ
し
て
、
１
日
目
は
市
内
で
私
た
ち
市

民
と
飲
み
会
、
２
日
目
は
名
寄
名
産
「
星
空
雪

見
法
蓮
（
ほ
う
れ
ん
）
草
」
で
鍋
を
し
て
は
ど

う
か
と
提
案
し
ま
し
た
。
組
織
の
チ
ー
ム
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
で
一
緒
に
食
事
の
用
意
を
す
る
と
い

う
の
は
効
果
的
な
ん
で
す
よ
ね
。
実
際
、
「
い

名
寄
の
オ
ス
ス
メ

つ
も
と
違
う
一
面
が
み
ら
れ
て
関
係
性
が
深

ま
っ
た
」
「
思
考
が
開
い
て
ア
イ
デ
ア
が
た
く

さ
ん
出
た
」
な
ど
の
高
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
地
元
の
人
や
モ
ノ
、
場
所
、
住
ん
で
い
な

い
と
知
り
得
な
い
体
験
や
情
報
な
ど
を
、
来
て

く
れ
る
方
の
特
性
や
オ
ー
ダ
ー
に
あ
わ
せ
て
、

ご
紹
介
し
た
り
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

─
─

地
域
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
仲
も
深

め
ら
れ
る
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
最
高
で
す

ね
。本

当
は
こ
う
い
っ
た
プ
ラ
ン
立
て
を
も
っ
と

う
ま
く
し
て
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
兼
ね

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
受
入
が
進
む
と
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
企
業
の
社
内
ビ
ジ
ョ
ン
や
コ
ン
セ
プ
ト
の

形
成
を
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
す

る
こ
と
も
で
き
る
の
で
。

─
─

来
る
企
業
に
と
っ
て
も
、
よ
り
有
意
義

な
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
す
ね
！

町
）
で
の
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
な
ど
、
身
近
に
本
格

的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
の
場
が
沢
山
あ
る
の
が
、

他
の
地
域
に
な
い
楽
し
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

都
会
に
い
た
ら
、
体
験
場
所
ま
で
行
く
の
に

何
時
間
も
か
か
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
で
は
30分
以

内
で
体
験
で
き
る
の
で
、
仕
事
と
遊
び
が
純
度

高
く
両
立
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

─
─

特
急
が
停
ま
り
、
大
型
商
業
施
設
や
総

合
病
院
が
立
地
し
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

も
あ
る
。
さ
ら
に
本
物
の
自
然
の
遊
び
が
近
い
、

道
内
で
も
な
か
な
か
貴
重
で
す
ね
。

飲
食
店
も
多
く
て
、
ス
ナ
ッ
ク
文
化
も
根
付

い
て
ま
す
。
二
十
代
の
若
い
人
で
も
二
次
会
な

ど
で
ス
ナ
ッ
ク
に
行
く
ん
で
す
よ
。
都
会
か
ら

来
た
人
に
ご
紹
介
す
る
と
、
凄
く
面
白
そ
う
！

と
仰
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
ね
。

─
─

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
名
寄
に
来
ら
れ
る

方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
！

名
寄
は
、
特
に
北
海
道
に
何
回
も
来
ら
れ
て

い
る
方
に
と
っ
て
面
白
い
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

来
る
時
間
は
か
か
り
ま
す
が
植
生
も
北
欧
に
近

い
も
の
が
あ
る
の
で
、
日
本
語
が
通
じ
る
海
外

と
い
う
感
じ
で
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
。
そ
れ
く

ら
い
の
異
国
体
験
は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

あ
と
は
企
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
形
成
し
た
い
と
か
、

一
年
の
計
を
チ
ー
ム
で
立
て
た
い
等
、
普
段
の

会
議
室
で
は
な
か
な
か
話
せ
な
い
こ
と
を
考
え

る
時
に
は
、
環
境
を
変
え
る
の
が
良
い
と
思
い

ま
す
。
ご
相
談
い
た
だ
け
れ
ば
私
も
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
の
で
、
是
非
名
寄
に
お
越
し
下
さ
い
！

該当する施設と
コンシェルジュ
をご紹介中!

「つながる。ハーベスト」対象施設
○テレワークができる施設
○地域を知るコンシェルジュがいる施設
○誰もが気軽に利用できる施設
○地域住民も利用している施設

本記事の内容は、北海道総合政策部地域創生局地域政策課で担当しております。
○事業に関するお問い合わせ先 TEL：011-204-5089

過去のインタビューは、「北海道
公式ＨＰ」「北海道型ワーケー
ションポータルサイト」にて公開
しています。是非ご覧ください。

◆「つながる。HUBest」

─
─

こ
れ
か
ら
来
ら
れ
る
方
に
向
け
て
、
名

寄
で
是
非
体
験
し
て
ほ
し
い
！
と
い
う
も
の
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

「
な
よ
ろ
健
康
の
森
」
の
森
歩
き
が
オ
ス
ス

メ
で
す
。
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
が
敷
か
れ
て
い
て
、

夏
は
走
る
こ
と
も
出
来
ま
す
し
、
冬
だ
と
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
や
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
も

無
料
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

あ
と
、
釣
り
人
が
憧
れ
る
「
天
塩
川
」
や
雪

質
日
本
一
の
「
ピ
ヤ
シ
リ
ス
キ
ー
場
」
、

ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
し
て
朱
鞠
内
湖
（
幌
加
内

飲食店が充実している名寄市。こちらは「最強スープカリ
ーブッダ」の本格的なスープカレー。

道庁ＨＰ ワーケーション
ポータルサイト



ＵＲＬ: https://hkd-ouendankaigi.jp/info/tukuru.html

「創る」バックナンバーは、“ほっかいどう応援団会議ポータルサイト“へ
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